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新入学生諸君，蜂の如くなれ/

附属図書館長 瀬名波栄喜

新入学生諸君，入学おめでとう .1 rわれわれは少数の選ばれたる者，他の者は皆地獄

へ落ち，天国には彼らの住む余地は与 し，われわれはこれ以上天国を狭いものにすること

はできぬ」と歌ったのはオックスフォー ド大学の一詩人である。いわゆるエリ ー 卜教育の

みが真の教育であ ると信じている詩人 ・教授の声である。諸君がエ リー 卜であるか否かは

諸君自身の判断にまかせるとして，とにかく諸君は多数の受験生の中から入学試験という

難闘を突破して本学に入学を許可されたのであるから「選ばれたる者」であることに違い

はない。高校時代或いは浪人時代の試験地獄を脱して大学と いう 自由な学園に一歩足を踏

み入れることのできた諸君に祝意を表するのはそのためである。さらに嬉 しいことは，フ

レyシュマンと呼ばれ， 学問的には 「うぶ」ながらも ，1!\~限の可能性を秘めた諸君を，大

学教育と研究のメ ッカた る図書館に迎えることができたと いうことである。図書館の玄関

は諸君のために常時聞いており，職員一同諸君の来館を心から歓迎したい。
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， ifîれはもはや rlr'11j~Ç~~~'f:校の I/j:.徒」ではとよく，学 I I\ J の i吋向を本分とする大学の「学:'t.J で

ある O 従って，ぷ11の'''j:ソt't.lliにとって必要欠くべからざるものはとパえばそれはじ司書館

である ω それだけに本学の凶i号館は他人;ヴ:のI><J書館に比較して決して遜色は伝い o jt仁

それは大γ:社会の「心臓部」を象徴しているかの如く，広大なキャンパスのちょうど111心

地に佳ち，その(産科を ，i今っている o その丈二しいモダンなピルデイングを見て誰がそれに引

き付けられすにおれょうか。広間lEJuiの財川秀樹による「γ'j(，i不断」の文字は，清才?を-

JCij l~秀い j企んでしまうであろう。諸打は，今後 4 'rfli¥Jのマ:fJ:.午前を泊して，授業II-'HI¥lを除い

て余暇の大、|えをそこで')f.¥こ寸ことになゐ。

|判存館に人れば，約410，000甘ttm，f;llirl><J書の排列された書架を始め，閲覧室，参考凶書室，

雑誌本，指定I><J斉手.， セミナ一主， ラボ卒:， f見聴覚室，マイクロフイルム.リ一ダ一，宅卒卒4¥
' 

フブプ、守、ラウジング.ル一ムぐ等手の施i投i世立が;完y

のf波皮れたlハlを楽しませ，かっ癒してくれる。そして， lχl斉のi'till・返却はすべて屯算化の

'k三巧1.¥こ1'¥:ない， t(:('，勾 II干名を高く必!}1lもと五く，カードレス・ライブラリーとなっているひ

さらに， 14目先日の74，000冊のl刈書については百算機による検'余がnTiiをなようにすでにその入

力を':/，:;{している O この近代化されたl刈書館こそ学問の道を選んだ諸11にとってはまさに

パラダイスである。ぜひ諸手?の学問研究の阪城にしてもらいたい。

さて，私↓よ新入学生諸'1-1に対して「蜂の札口くた五れ /J と声を大にして叫びたい O それは

} j {t:の書を備えたl文|書館においてのみ実現IIJ能である O ある人は「鳩の如くなれ /Jとiiっ

ているのまた I蛇の如くなれ /J と語った人もいる O それはそれなりの深い意昧と異っ

た解釈があろう。私があえて「蜂の如く伝れ /J と百っているのは，倦怠と安逸をむさぼ

る存在であってはならとよいということである O もしそのようとよ学牛.がおれば，それは飛ば

与いおか， i水がない魚l，iJ然でτある O 蜂の如く高くまた遠く，時間・空間を超越して自由に

飛矧できる惣像力思かと五人間に与るべくつとめねばなるまい。それこそ大学教育を受ける

{i'の特権ともいうべきいわゆる libera! educationである O そして，花粉と花のミツを求

めて花から花へ飛び川る蜂のように，諸!iは古今東西の凶書の所蔵されている凶書館にお

いて，本から本へと旅を続け，無限に広がる学問の世界をかけまわらねばなるまい。

「木の虫」に伝れといっているのではなく，蜂のように勤勉で、かっ活動的で生産的であ

れといっているのである O 単一なる「木の虫」は万巻の書を喰いつくしても，決してそれだ

け知恵がつくものではない。蜂は不断の勤勉と努力により， ミツとワックス，すなわち

sweetnessとlightを創造・生産するのである O 新入学坐諸君も，図書館に所蔵された図

害を大いに活問し，学問の sweetnessを昧わい，真理を照らす lightを探求してもらいた

いと希望するものである O そうすることによってのみ，諸君も大学社会の一員として，人

類が幾千年にもわたって積み重ねてきた知識の.j{庫に何物かを貢献することができるので

ある。

Wisdom is knowing what to do next， skill is knowing how to do it. and virtue is 

doing it. -David S. Jordan 

(せなは えいき:教育学部教授・英文学)
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アメリカ文学と沖縄

山里勝己

長期研修で外国生活をしていると，思わぬ場所でオキナワに出会う。カリフォルニア州

サクラメントの日本食堂で，あたりかまわぬ大声のウチナ一方言でゅんたくを続ける中年

女性たちであったり，高校を終えるまでオキナワで過したカリフォルニア大学の生物専攻

の女子学生であったり，あるいは1945年以前の戦闘機のパイロットであったが故にオキナ

ワをつよく意識せざるを得なかったイギリス文学の老教授であったりする。

しかし，文学を研究する者にとって，やはりなによりも嬉しくなるのは，作品の伝かに

オキナワが言及されるときだ。灰色の世界に輝く一条の光が射してくる瞬間，といえば大

袈裟になるが，そういうときには，作品分析などという退屈きわまることはほったらかし

にしたまま，わずか数行に登場するオキナワに心を奪われ，やりかけの仕事は忘れ去られ

るということになる。

たとえば，メルヴィルの『白鯨」のなかの次の一節がある iすべて膜想を愛する
マギ

波斯秘教の徒なる漂泊者にとって，この静かなる太平洋を一度見た後は，生涯これぞわ

が海と慈むであろう。それは世界の水の只中を流れ，印度洋と大西洋とはその両腕にすぎ

ぬ。同じ波濡は人類の最も新しい民族が昨日入植したばかりのキャリフォルニアの新聞の

町の防波提を洗ふかと思えば，アプラハムよりも奮いアジアの圃々の衰へたりとはいへ豪

者なる岸湯にも打ち寄せる O しかもそのあひだには幾僚の銀河のごとき珊瑚礁，限りもな

く低く横たはる〔し1まだ知られざる〕無数の群島，未知の扉に閉ざされた幾多の日本が漂っ

てゐる J (田中西二郎訳)。

これは，第百十一章の一節であるが，沖縄を遠く離れて思い込みの激しい私の眼は i幾

僚の銀河のごとき瑚瑚礁，限りなく低く横たはる [~ì まだ知られさる〕無数の群島」に釘

づけにな 1 このなかにわが沖縄の島影は見えないか。無数に星が埋めきながら降ってく

るあの群島(the Starry Archipelago )が執筆中のメルヴイルの意識のなかに微かに見え

隠れしてはいまいか，などと余計なことに興味が湧くと，ついにはピークォド競航海図ま

で見詰める破日になる。見れば，ピークォド競はパシー海狭を抜け，太平洋の中央部に進

んでいく。黒く太いピークォドの航跡を見ながら，すくなくとも与那国か石垣の逢か南の

海上をかすめているのであるから「完全に間違ったわけではない」とうそぶきながら私は

自分をなぐさめてみたりする。大陸の宇宙のなかで自分の位.置をさがしあぐねて困惑ばか

りが続くと，水平線と空の線で形がくっきりと見える青い島宇宙の居心地の良さをなつか

しむのであるが，こういうときに，前述の『白鯨」のような一節に出会うと，思い込みだ

けが増幅していく。

『白鯨』から約百年後の1950年代のアメリカ文学には，いわゆる「ピート派」が登場し

てくる。アレン・ギンズパーグ，ジャック・ケルワック，そしてゲー 1)一・スナイダーが

「ビート派」を代表する作家・詩人たちだ O

ケルワックの『路上~ ( On the Road )に次の一節がある。語り手のサル・パラダイス

は北アメリカを放浪しているのであるが，北アメリカ大陸の西の果てのサン・フランシス
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コで臨時の警備員になる。そのときの描写である。「それからもう一つ丘を登ると，そこ

に営舎があった O この営舎は海外派遣の建設労働者たちのための一時滞在宿舎になってい

た。労働者たちはここに泊って，乗船を待つのだ。その大部分の者は沖縄行きであった。

たいていの者が何かからの，大体は法律からの逃亡者たちであった Oアラパマから来た荒っ

ぽい連中や，ニューヨークからきたうさんくさい連中や，全国からやってきたあらゆる種

類の連中がいた。これらの連中は，まる一年間，沖縄で働くことが，どんなにおそろしい

ことであるか十分に示知しているので，酒を飲んで酔っていたJ (福田実訳)。

ケルワックは，事実を丹念に書きとめておき，後で創作の材料に使ってしぺ作家であっ

た。代表作の『路上」や『達磨行者たち』は実在の人物を主人公のモデルにした作品で、あ

る。(とくに後者はゲーリー・スナイダーが主人公のモデルになっていることは周知のこ

とだ)。先に引用した一節は，ピー卜派的想像力による仮構があるにせよ，おそらくケル

ワックが実際に見たことをド敷にしているのであろう。

1945年以降に沖縄に来たアメリカ人たちは，この島を theRockと呼んだ。これは，ア

メリカ同内では， 1963年まで連邦刑務所のあったサン・フランシスコ湾に浮ぶアルカトラ

ズ島をさす。アル・カポネが投獄されていた刑務所としても知られている島だ。ケルワッ

クの荒くれたちと theRockという蔑称は，戦後沖縄のー断面を鮮やかに示しているよう

だ。アメリカの青年たち(や若い兵土たち)は，太平洋の果てるところに浮ぷ theRock 

で働くことが「どんなにおそろしいことであるか卜分に承知して」いたのである O 酔って

騒ぎ続けるケルワックの荒くれたちのひとりはついには警察に連行されるのであるが，後

に残った連中は["おふくろが何というだろうかな ?Jとほく心優しい連中でもあるのだ。

ゲーリー・スナイダーは1950年代にはすでに那覇を見ている O タンカーの船員として那

覇に寄港したさいに那覇の町で買物をしているのだ。当時は旅人にすぎないスナイダーは，

しかし， 1960年代後半には沖縄の女性と結栴することになる O いわゆる「ウチナームーク」

になるのである O

スナイダーの作品を紹介するスペースをすでに失くしてしまったが，去年出版された彼

の最新詩集には沖縄のことを書いた詩が二篇収録されている。また， 1981年の夏に沖縄を

訪ねたスナイダーが，現在オモロの英訳に取り組んでいることはアメリカ文学と沖縄

を考えていく上ではたいへん興味深いことだ。寒山や宮沢賢治を英訳し高い評価を得たス

ナイダーに， N'縄のオモロがどのようなインパクトを与えていくか，考えるだけでも楽し

くなる。

1975年にピュリツァ 賞を受賞し，アメリカ現代詩の指導者と目されるスナイダ の伝

かのオキナワを，アメリカの若い詩人や研究者たちが語る日がいつか来るのではないかと

思うのは，ふたたび私だけの勝手な思い込みなのであるかも知れないが， 1960年代から70

年代にかけてオキナワ・ヴェトナムの修羅場を体験した若い書き子たちの台頭も見られる

今日，オキナワは，アメリカ文学の重厚な部分に， 1940年代以降の歴史と深く関り合いな

がらゆっくりと登場しはじめていると言えるのであろう。

(やまさと かつのり:教養部助教授・アメリカ文学)
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教育学部美術工芸科教官の作品を図書館に

寄託するにあたって

図書館は，大学の学術の中心になるべき施設と常に思っている。

美術工芸科主任

安次富長SF¥

ところで，学やf;j'とは何か。辞書には，学問と芸術とあるが，戦後の日本の学校教育は科

学 (Science)を偏重し，一方の芸術 (Art)をどこかにおき忘れてきたような気がする。そ

のために，人間形成がいびつになり，いろいろな社会問題が起きてきた。近年、やっとそ

れに気づいて、「ゆとりある教育」などと言われるようになり，これまでの学校教育の反

省や改革が行なわれようとしている O しかし，学校現場ではゆとりのために設けられた時

聞をどう扱ってよいのか迷っているのが実状である O

本来，科学と芸術は厳密に分けられるものではなく，科学をつきつめていけば美につな

がるし，芸術のなかにも科学性は存在するのである。日本の学校教育の歪みは，科学と芸

術をあまりにも分化しすぎて考えてきたところに線本的な問題がひそんでいるような気が

する。学校 (School)のもとの意味はゆとり(暇)であったろうし，学校で修める学術その

もののなかにゆとりがなければならないことは理の当然だと私は考えている。

図書館が、こうした意味の大学の学術の中心にとよることを希い，その学手lij資料として，

また rアテナイの学堂」のような学術交流の場としての環境づくりのため，一助にもな

ればと思い作品を寄託するものである O

(あしとみ ちょうしよう:教育学部教授・構成)
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絵画 r~王言」
<FIOO号リキテックス〉

安次富長昭

昭和53年第35回沖展出品

同年第57凶佳l展出品

昭和54年 沖縄タイムス芸

術選賞選抜展出

品芸術選賞大

賞受賞

安次富長昭

今日，私は絵というものを何ものにも拘束されない自己の生の表出と考えている。

しかし，自己の生を観ることほどむずかしいものはない。とくに，生活が安定してくる

と，それに安住して自己の生を失っていく危険性が常にあるように思われる。だから，生

活が安定すればするほど，もうひとつの自己を対極におきながら，自らをつっぱねる(観

照する)目を強めねばならない。そして，絵はその手段として続ける必要があると思って

いる O

もし，真の生を自己のおかれた環境で観ることができるのであれば，絵はおのずから自

己を育む自然や風土も表出し，普遍化されるものと思っている O しかし，それは美術する

ものの願望であって，現実の作品は常に新たな問題を提示し， しかもその解決を教えては

くれない。したがって，作品は完結ではなく，過程であるが，やはりその過程のなかにこ

そ見いだそうと欲している自己の生の姿や普遍性も潜在するのだから，美術は常に作品を

凝視していくことが大切である。

さて，この作品 '1王言」は，そのフォルムのなかに何んとなく自己の内面性にある滑稽
ちょっさん

さを観たものだから，子供の頃，よく母につれられて見に行った，沖縄芝居の「狂言」

役を思い出し名付けたものである。それほどの深い意味はない。

(教育学部美術工芸科教授)
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〈油絵 50M> 

稲嶺成昨

キャンパス面に平行に，つまりす

へての形を平面的に描くこと，全体

的に均質な画面にすること，この二

つが原則になっています。均質にす

るために，いくつかの場百が重なる

ように揃きました。木が逆さになっ

たのも，均質化の要求と，常識をは

ずした面白さがでればと思つてのこ

とです。全体を暖色でまとめ，上の

空の イメージから，タイトルは最後

につけました。ユーモアと和やかさ

のある雰囲気も表現できればと願っ

たのですが，どうでしょうか。

( い な み ね せ い そ :

教育学部教授・美術科教育)

「タピス トリー」

大城志津子

このタピストリーに用いられた技

法は，沖縄に古くから伝わる紋織の

系統で，従来は「ミンサー」と呼ば

れる細帯の類に用いられたもので

す。

紋織の技法は14・5世紀，琉球が

盛んに南方との交易をした頃，伝

わってきたのではないかと考えられ

ております。表現は違うけれども，

東南アジアや南米にも，この系統の

紋織がみられます。

沖縄というイメ ージをこのタピス

トリーの中に表現するために，赤と

紺の染色をし，技法的には，古くか

ら伝わる耕と紋織を応用して，いろ

いろな段階を試みてみました。

どうにか新しい表現ができたので

はないかと思われたのがこの一点、で

す。

(おおしろ しずこ:

教育学部教授・織染)
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「景象・光る風」

翁長自修

ここ数年，刻々変化する自然のダイナミズ

ムや人気のない海や山など ，原初の自然を感

じさせる風景をモチーフ にして制作を続けて

いる。

私の絵は，風景をそれらしい角度からそれ

らしく画面にとらえると いう普通のやり方を

あまりしない O 的服・仰角・極端なクローズ

ア yプの視点でとらえた構図のものが多い。

(おなが じしゅう:教育学部助教授 ・構成)

「海の詩」一(版画)

神山泰治

紺碧の空を吸い込んだエメラルドグリーンの

海。

孤を描く白い砂浜。

瑚|瑚礁をぬって乱舞する熱帯魚の群。

このようなII:I]縄の海の表情を見るとき，その

感動を版表現する上で，形熊と色調の制約が

常に悩みの種となる O

以前に闘鶏をモチーフに油彩で描き続けてい

た。この頃のテーマの追求は，網膜に映る躍

動感をキャンパスに移入し，いかに決定づけ

るかであった。その後木版の手法と出会い，

筆致による表現が刀のタッチに変わった。彫

刻刀によって版木に切り刻んでいく過程が闘

鶏の羽毛を リズミカ ルに，あるいはダイナ

ミックに表現することを可能にした。そ して

木版画の闘鶏シ リーズが数年続いた。

研修の機会を得、約一年間沖縄を離れて生活

した。スモッグにおおわれた東京の空の下で

の生活は， II:11縄への憧憶を深めさせ，いつし

か「海」をモチーフにした版画を手がけるよ

うになっていた O

沖縄の民は昔から豊穣をもたらすニライカナ

イに憧れ，海にロマンを求めて海外に雄飛し

ていった。

j海は私の心をとらえて離さない。

(かみやま たいじ:教育学部助教授 ・絵画)
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"'¥ンタ 口ンの少女」
く高さ 130cm) 

西村貞雄

14・5歳の少女をモチーフ

にしたo おしゃれの好きとよ少

交がパンタロンをはいていた

初々し くしなやかな盗態と

ちょっ とすまし た表情が醸し

だすひととき…・・・

旋回することにより空間を

拡げてい く律動感のようなも

のをねらいと した。

(にしむら さだお :

教育学部助教授 ・彫塑)
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， Genetics 83ー3.J 

(板に凶地，卵テンペラ)
45.0 X 60. Ocm 1983年作

永津禎三

G巴n巴tlCS の シリ ーズは

1980年頃から現在まで続いて

いる。こ のシ リーズの高りまで

の仕事 は，かなり具象的で

あったが，描いている物に対

する 自分向身の実感が今一つ

なかった。その反省から，自

然物を 自分の日でもう一度見

直し，そのエッセンスを抽出

するという仕事に変わって

いったのだと J思う 。 このシ

リーズでは生命的 (有機的)

な形態の反復や，それに対立

する無機的な形態が，どちら

かが強くなっ たり 弱くな った

りしておtいている。

このjll:1日lは，そのシ リー ズ

の中の，沖縄に来てから一年

程経って描いたものである，

形態の中に沖縄の自然からの

感応が入り込んでくる第 l歩

の作品となるよう仕事を続け

ていきたい。

(ながっていぞう

教育学部助手 ・絵画)



琉球大学附属図書館報 vo1.17 no.1 1984 

沖縄資料展を開いて

琉球大学図書館は，これまで「沖縄学」の発展に寄与すベく，あらゆる分野の史資料，

論文等の沖縄関係資料を精力的に収集してきた。そのなかには，明治26年創刊の「琉球新

報」をはじめとして，近代史研究に必要不可欠な様々の新聞が含まれている。それらの大

まかな内訳を見てもわかるように，政論，経済策，および文化的意見を広く住民に開陳す

る，主要なオピニオン紙だけでも相当の数にのぼっており，まして，各分野の専門紙，政

党の機関紙，学生新聞といった特殊なサークル紙的性格のものまでも加えると，いっそう

その正確な数字を把握することはむつかしい。

と言うのは，同じ新聞が何度かの題号改題を行なっていたり，発行後わずかの期間にし

て廃刊，あるいは自然休刊というように消滅したものが数多くあること，そのうえ，資料

の保存という点からみると沖縄戦の与えた甚大な影響が存在している。そのことが，現在

までに未収集の分量を大きく残している事実となっているのだが，その意昧からも，大学

職員，学生はむろんのこと，学外者に対しでも新聞資料への関心を高めていただくと同時

に，ひいては情報提供の期待をこめて，小規模ながら「琉球弧の新聞展」を開催した。期

聞は， 1984年 1月18日(水)から31日(火)までの12日間，図書館 2階ロピーのガ、ラスケー

スを利用して行なった。展示にあたっては，出来る限り多種類の新聞を観覧に供する意図

から，タイトルページ一面のみを複写陳列した O これでもって，わずかなりともその時代

のいぶきが感じられたのであれば，展示者としてこれにすぎる喜びはない。

ついては，これを機会に琉球大学図書館で所蔵している主な新聞の詳しい目録を添付す

ることにした O この小目録を使うことで，欠号がすぐにわかり，今後の収集活動に多少な

りとも役立つことを希望する。(ここで言う所蔵には，現物の新聞ばかりでなく，紙焼き

複写物やマイクロフィルムをも含める。)

なお，戦後の「琉球新報~， * r沖縄タイムス~， rMorningStar~ ， r沖縄時報~， * r宮

古毎日新聞~， r南沖縄新聞~， r八重山毎日新聞』は，紙幅の都合により割愛した。しかし，

いくらかでも所蔵しているものに関しては，参考文献とあわせて末尾にその紙名を列記し

ておきたい

最後に，長年収集に協力して戴いた多くの方々，及び各資料館に対しお礼を述べるとと

もに rうるま新報~ (189枚)， r沖縄タイムス~ (134枚)， r琉球日報~ (1枚)， r沖縄毎日

新聞~ (1枚)を寄贈して下さった元佐敷村助役，現在同町文化財専門委員の平良亀順氏

へも，記して深い感謝の意をささげ、たいと，思う。

<*印は[""琉球弧の新聞展」に出品したもの， ( )内数字は号数を示す。>
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1.沖縄本島

*琉球新報

vo1.17 no.1 1984 

1898(明治31)4/1(792)→519(810)， 5/11(812)→IZ/z9(926)， 1899(明治32)1/5(928)→613

(1179)→1901(伊d 治34)3/1(1312)，4/1(1327)→1902(明治35)81zI(l576)，日h(1581)→ 

1903(明治36)91z7(1773)，JOh (1775)→11/17(1798)， Jllz1 (1800)→1J/z5(1802)， 1zh 

(1805)→1904(明治37)1/17(1828)，1/z1(1830)→213 (1836)， z17 (1838)→4h9(1874)， 

41z3( 1876)→41z5(l877) ， 4/z9(l879)→日117(1888)，51zJ(1890)→5123(1891)， 5/27(1893) 

→%(1927)，日19(1929)→1905(明治38)11z3(2011)，IIz?(2013)→11z9(2014)， 213(2016) 

→1906(明治39)zIJ5(2201)，ZIz1(2204)→o/l( 2208)， 3/5( 2210)→3/ll(2213)，3h5(2215) 

→31z5(2220)， 4h(2223)→417(2227)， 4/10(2229)→4Izz(2240)， 4/z5(2242)， 41z7(2244) 

→71z8 (2323)， 7131 (2325 )→9!I5(2365)，日/18(2367)→9/23(2372)，9/26(2374)→11/27 

(2424)， lJ 130 (2427)→JZ/9(2435)， 12!IZ(2437)→1907(明治40)7/m(2626)，りJ(2628) 

→1908(明治41)Ih(2764)，1/5(2766)→5/1(2879)， 5/3(2881)→5/7(2885)， 5/9(2887) 

→61z8( 2937)， 7!I (2940)→7/6(2945)， 71日(2947)→日11(2971)，8/3(2973)→12/z7( 3115)， 

1Z /Z9 (3117)→1909(明治42)l/z3(3140)，11z6(3143)→ll1z6 (3439 )、1l1z9(3442)→1912(明

治45)2h7(4238)，z/z9(4240)→1914(大正3)11z4(500l)， 41z6(5003)→1915(大正4)121zz

(5589)， IZIz4(5591)→1916(大正5)11己0(5615)，l/zz(5617)→3/17(5671)， 3h9(5673)→ 

呂1z1(5825)，81z3(5827)→1917(大正6)41z6( 6062)， 41zs( 6064)→10126(6241)， 101ぉ(&243)

→1918(大正7)5131(6450)， 1924(大正13)5/zJ(8446)，7/11 (8497) ， 7115(8501)，7/1日(8504)，

71z0(8506)， 71z2(8508)， 7/zR(8514)， 1935(昭和10)5/11(12273)，1938(昭和113)l11z7 

(13521)， lllzo (13520)， 1939 (昭和 14)51z (13669)→ 513(13670)， 51日(13672)→5/13 

(13680)，51z5(13691)→51z8(13694) ，日h1(13697)→日118(13715)，7/z(13729)， 7/.羽(13735)

→日1z8(13816)，](1/1(13819)→IOh9(13836)， 1OIzz(13838)→llh5(l3861)， 1Ihs(13864) 

→111z6(13871)， 1217(13882)→12!Js(13893)， 1940(昭和15)1/1(13906)，117(13909)→ 

1/11(13913)， 1/15(13917)→1/17(13919)， 1/19(13921)→1Izo(13922)， I12z(13924)→ 

11z3(139'25)， 1/25(13927)→IIz7(13929)， 1130(13932)→2/9(139421， ;113 (不明)，日116(不

明)

沖縄新聞

1907(明治40)IZ/z1(397)→121z2(398) 

*沖縄毎日新聞

1909(明治42)21以 (73)→4h(1ll)， 4/11(113)→9/11l(264)， 9/12(266)→9h5(269)， 9/18 

(272)→12hs(358)， 12Izo(360)→IZ/zg(369)， 12131(371)→1910(明治43)2/Z1 (419)， 21z3 

(421)→4/10(465)， 4hz(467)→6/4(519)， 6/日(521)→(】117(532)，日119(534)→81z4(600)， 

81z6(602)→10/14(648)， 10116(650)→lIJhl(664)， 111z(666)→1911 (f明治44)1l1z3(1038)， 

111z5 (1040)→12129(1073)， 12hd1075)→ 1912 (明治45)1/13(1086)， Ih5(l088)→617 

(1228)， 1i/9(1230)→7!J7(1268)， 7h9(1270)→1912(大正元)11129[1398)，12!J(1400)→ 

1914(大正3)7116(1973)，9/11(2028)→9/14( 2031)，日1/(;(2033)→11/17(2092)， 11119(2094) 

→12hJ(2135) 

11 
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沖縄毎日新報(己主題年月日不明)
や

沖縄毎日新聞 (1919 く大正 8> 片 f~ 不明・改題)

沖縄民報

1915 (大正4)612(1(332)，6/22(334)→6!z:1( 335) 

*沖縄朝日新聞

1924(大lFl3)(I/ぉ(2932)，717(2941)→7/6(2942)， 7/13(2947)→7/14(2948)， 7118(2952) 

→7/19(2953)，712，，(2959)→7h!i(2960)， 7128(2962)， 7!311(2964)， 1930(昭和5)3/日(4922)，

"h(4975)→"/4(4976)， 6/日(5007)→6/r;(5008)，6/19(5021)， 7122(5054)→7128(5060)， 

KIz( 5065)→8/日(5071)，IO/zz(5143)→10124(5145)，1012[，(5147)→10!z8(5149)， !Ol:n (5152) 

→1Ih(5155)， 11/日(5157)→11118(5169)，II/zd5173)→1l!z:，(5174)， ll/z6(5176)→llhR 

(5178)， 1939(DiHII14)lih4(8780) 

沖縄時事新報
心

事沖縄タイムス(1919 <大正 9> 12}j.改題)

1924 (大正13)7/ョ(I205)→7/1(((1212)， 7/1ぉ(I217)→7/ID(1218)，71zJ(.1220)， 7h7(]226)， 

8/1(1230)，“/日(1234)，“/Z!I( 1257)→り/:，(1261 ) 

沖縄日日新聞
↓ 

*沖縄日報(1932 <If(州m I)J・改題)

1936(11(~ 平1111 )11/日(1674)，1939(11日和¥14)"/1(2546)，口/乃(2548)→日h，(2558)，日11[，(2561) 

→"/11)(2563)， 日!z:，(2567)， 口1211( 2570)→"hd2572)， 九九J(2575)→Ii/I (2576)， li/日(2581) 

→“/11(2586)， 7/1(2606)→712(2607)， 7/(1(2611)， 7/8(2613)， 7/w(2615)→l'IzK( 2694)， 

11/J:l(2737)→11/刊 (2753)，1212(2755)→12/18(2771)，194001{州11511/1(2784)，1/(;(2786)

→ 11H(2788)， 1/11(2793)→1/1討(2798)，l/d28(2)→1/:'0(2810) 

琉球新報 l 
iとともに統什(1940<11(1f!115> 12/11;) 

沖縄朝日新聞 j 

ネ沖縄新報

1945( II!Hff20)2/J( 1471)→212(1472)， 2/11)(]489) 

創刊号は無名 (1945 <11(1布120> 712，，) 
↓ 

ウルマ新報

1945 ( II(j 1'¥120 )お/1日(4)，1'/日(7)，"lzr;(JO)， 11'/111(12)→111/17( 13)， !O/:l1 (15)→11121 (18)， 

12/日(20)→1946(111j和21)1/16(26)，1/:m(28)， 2/1:;(30)→日Iz【1(45)・*うるま新報へ改題

→7/ぺ(リ外)→7/目(50)，7/1リ(52)→1948(lliHI 123 )7 /r;(り外)→11/口(サ外)→1((!z，，(171)，

11/日(-} j外)， 日/12(173)→1949(11日有124)11/1:1(204)，11127(206)→日127(227)， 111/1(229)→ 

11'17(230)， 111/14(232)→1950( 1附府125)日/r1(394)，口/リ(396)， 日/1J(398)→]，IzK ( 413 ) ，日/:;1

(415)→(】121(435)，11127(438)→ IIH不iリ1(517・LJ外)→!日/日J(552)， IO!z:; (554 )→111z 

(564)， 11/4(566)→日1:11(768)， 1凶(770)→1;/z;;(790)， li/25(792)→“/川1(856)，1'/1(858) 

→1951 ([I(休1126)1'/111(867)・琉球新報へ改組→:fJUI

*うるま新報(こども版)

1950( 11パf1125)1/1 (89)→2/:(94)， 2/17(96)→Ii/幻(114)，717(116)

内
/
ω
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*沖縄ヘラルド

ll-M)12/12(l)ペ 950(n胸部)2/8(23)川(ー7(31) 

8/12(67)→9/9(94)， 9/11(96)→9/1:1(98)， 9/16(I01)→9h!l( 111) 

沖縄新聞(I951 <昭和26>2/1・改題)

717(33)→8/日(64)， 

↓ 

沖縄朝日新聞 (I951 <昭和26>9/17・己主題)

1951(問fI]26)IU/17(478)→1(Jh"( 486)， 
10メ28(489)→1113(495)，Il九(497)→11/IO( 501)， 

11/1:1(503)→ 円 以 514)，11/27(518)， 11 /:川 ( 52 1 ) → 1 2/~ ( 525) ， 1217(528)→12/ IS( 539)， 

12hl(542)→ 12h8(548)， 195201TH1127) 1/1(552)， Ihl(569)，三/1(580)→2/2(581)，2/4(583) 

→2/17(596)，不 明(599)，2/22(601)、2h8(607)→:lh( 610) ，1/6( 613)→ 1/11(618)， :1/19 

(626)→3h9(635)， ~/~( 640) ， 41s(644)， 4/12(648)， ~ / 1 8( 654 ) ， 4/21(657)， "h~ (6 60 ) 

→"127(663)， 4h9(665)， 5/6(670)， 5/日(672)→5/10(674)，日/13(677)，日/1(ベ680)→日120(684)，

5/27(690)， 5h9(692)→日129(693)，Gh(697)， 6h(699)， 617(7011→(ソリ(703)，“/11 (705) 

→6/14(708)，日/16(710)，b/18(712)→b Izz ( 7] 6 )， 61z4 ( 71 8 )→いお(719)，6hK(722)→717 

(731)， 7/日(733)→7hl(755)，X/J(756)→8/3(758)，9/2(787)→912:，(808)，リh7(810)→

日ho(813)，10/1日(827)， 11/1 ( 844 )→ 12/18(891)， 
12130(893)→ 195301日本1128)ヨh7(986)， 

3h9(988)→5/ω(I048)， l;h(1052)→1954 (ll!HU29 )5/1日(1394)，5hl(1396)→7/1(1437)・

沖縄新聞へ改題→1955(II?HI130)2/17(l661)，2/i9(l663)， 2h2(I666)→ 1/IZ(I684)， :1/14 

(I 686)→7/9(2157)， 7/11(2159)→8/15(2192)， 
民/17(2194)→1957 (n日制32)12hii( 2684)， 

12/ω(2687)， 1958( Im1133) 1/1 (2690)→ 1/1口(2702)

*沖縄毎日新聞

1949 (lIiJ;f1124)日/14(45)，12/1(68)→ 12/a(71)，1950(11(1fI125)1/12(74)→2/川78)，ど/川80)

→3/14 (86) ，1/IS( 88)→4/1(94)， 4/6(96)， 4/11(98)→4/13(99)， .1/IX(101)， 'lhz(I03)→ 

8/6(143)， 8/1り(146)→討/16(151)， 
約/ 1 8 (1 53 ) →8h~ (1 5 7)， りん(162)→リ/111(166)，

リ/1日(169) 

→9/21(174)， 9/2fi(177)→l(Jh(183)， 111/日(185)→ IOfx (J 88 ) ， (2 11分不|り1) 

*琉球日報

1950( 1問中1125)2/12(1)→2/1:1 ( 2 )， 2/1
" 
( 4 )→2/IG(5)，2/川 7)→:lh(16)，凶(18)→ V川1(0)，

，1/1 (42)→4/1，，(54)， 4/18(56)→4hll(58)， 4hz(60)→，1/ぉ(62)， '1/27 ( 64 )→口/12(77)， 九/1:;

け9) → 日/~(87) ， :;/26(89)→7/1 ( 120) ， 7/4 (122 )→ 7/1 1 ( 128)， 7/1:1 ( 130 )→7Izy(J46)， 

8/1(149)→8/り(155)，リ/1(I76)→!Ih(177)，川 (179)→9/1 1( 186 )， 9/1; (188 )， !I/ 1 1、(19J)， 

9/18(193)→リ/山(205)， 111/2(207)→ lりh(2J2)、 lり/リ(214)→ lυ/1り(215)，12/I!J(283)→ 

1951(IJ(1fI126)1/J(295)，I/ロ(297)→1/6(298)，1/リ(30 I )， 1/1 1 ( 303 )→1/ギ1I11(314)，lhl(3JG)

→Ihl(323)，日Iz(325)→仏;(329)，2/リ(331)，2/1'1(336)→2/17(340)，21z:;(345)→ 1/，1(354) 

琉球新聞 (1951<lmI126> )JII不|りJ.改組 )

1 95l( 11(1布126)リ17(528)，!J/り(530)→り/11l(531)， !I/日1(542)，日/Z:;(544)→リ/ω(549 )， 111/1( 5 5l ) 

→ 111/1け563)，111/1:，(565)→ 11I1z1I(570)， IlIh2(572)→111/μ(574)， 11'/zI;(576)→ 1 (J1z9 ( 579)， 

l(Jhl (581)→ 11/1 (582)， 11/<( 584)， 11/1パ586)→ 11ん(588)， 11/10(590)， 11/13(592)， 

111J1(594)， 11/11;(596)， 11/ω(600)， II/n(607)， 12h(612)→ 1217(617)， 12/111(620)， 

12/1パ623)→ 12/11(624)，12/11;(626)→ 12/17(627)， 12/1リ(629)， 12h J( 63 1 ) → 1:~lzd 634)， 

J3-
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12129 (不明)， 1952 (昭和27)1/5(642)，117(644)， 1112(649)→ lII3(650)， 1115(652)， 

1/19(656)→ llzJ(658)， lIz3(660)→1/ぉ (663)，lIz8(665)→21z3 ( 691) ， 21z6 ( 694 )→21zg 

(697)， 3/3(700)→3/日(703)，318(705)→3/13(710)， 3h5(712)→3/27(723)， 5/2(758)， 

5/4(760)→5/10(766)，日/IZ(768)→5/z0( 776)， 51z4( 780)，日/z?(782)→5/zs(783)，5/30(785) 

→ ShJ(786)， G/z(788)→6/9(795)， 6/]](797)→6/16(802)， 6/18(804)→61zI( 807)， 61z3 

(809)，日/zs(811)→7!S (824)， 7110 (826)→8/9(856)， 8/11(858)→9/11 ( 886) ， 9/13 ( 888) 

→9116(891)， 91z1(896)→II / 11 ( 945)， 11 / 13 ( 947)→1953(昭和28)1 Jz6(1018)， 1/zs(1020) 

→1954(出%U29戸/日(1471)，517(1473)→5/2z(1487)，5/z4(1489)→5hR(1493)，5;'0(1495)，

G/I( 1497)→7/8(1534)， 7/11(1537)→7 /z2(1548) 

沖縄日報(1954く昭和29>月日不明・改題)

1954(昭和29)813(1560)→lZIz4(1696) 

沖縄日日新聞

1959(昭和3'4)71z(2)→7/6(6)，7/呂(8)→719(9)，7/12(12)→71z5 ( 25 )， 7hI( 31 )→8/z3(53)， 

R 125 ( 55 ) .-.9/ ?( 68 ) ，日/9(70)→日118(78)，日/zo(80)→ 91z2(82)， 91z9(89)， 10/10(100)→ 

11/17(135)， 11/zo(138)→1l/zg(147)， 12/J( 149)→12114 (162)， 12116(164)→1960(昭和35)

1/4(181)， 1/2，，(183)→1/z7(185)， l/zg( 187)→2/z(191) ， 2/4(193)→2113(202)， 2115(204) 

→7/5(339)， 717(341)→719(343)， 7/11(345)→9/zJ( 408)，日/z3(410)，日1z6(412)→9/z9

(415)， 1IJh(417)→II1/zg( 444)， lOhJ( 446)→II/lO(456)， 11112(458)→12/lO(485)， 12h2 

( 487)→12/14(488) 

*魁新聞

1960(昭和135)4/8(106)，51日(109)→5/18(110)，fi!z8(112)， 7118(114)， 8118(117)， 9118(119)， 

196}(附布J36r'/18(133)→3/28(134)，4/18(136)→4!z8(137) ， 1962(昭和37)1118(159)，

2/zs(163 )→31日(164)，1964(昭和39)3hs(222)→5/8(226)，6/日(229)，7/邑(232)，自11s(235)， 

1965(ni'!和40)4/日(255)→4/18(256)，5/zs(259)， 611呂(261)→7/8(262)，7/1Z(臨時号)，

10/日(268)→lO/18(269)，11118(271)， 12/zS(274)， 1966(昭和41)llz8 (276)， 211s( 278)→ 

2/28(279)， 3/18(281)→:1128(282)， 4/18(284)→7118(291)， 8!zs(295)， 9118(297)→1967 

(間不1J42)2/18(310)，2/zs(312)→6118(321)， 7/18(323)→8118( 326)，日/8(328)→IOlzs(332)，

12/日(335)→ 1968(昭和43):1/18(343)，4!s(345)→6118(351)，日/za(356)，llhs(363)→ 

1218(364)， 12/ぉ(366)→1969(昭和44)111ぉ(367)， 2/8(369)→5/日(377)，5Izs(379)→"l1s 

(380)， 7/18 (383 )→日/IH(388)，IU/1R(391)→ 11/18(394)， 1212呂(397)→1970(昭和45)1/8 

(398)， 1/z8(400)，日1z8(418)，11/日(423)→1971(昭和46)1118(426)，31z呂(431)，5118(434) 

→12/S(443)， 1972(昭和147)4/18(447)，日/18(451)，12128(454) 

沖縄新聞

1965( 昭和4G)1l1吋1)→1966(昭和41)5121(17)

旬刊

-14 
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1959(昭和34)6/11 (4)→6hl(5)， 1960(昭示日35)2/1(25)

新沖縄

1970(昭和45)1/10(1)→5/]0(3)

人民

vo1.l7 nO.l 1984 

1962(昭和37)lh3(1)→7h5(26)，日/日(28)→lOh4(37)，11/5(号外)， 11/]8(39)→7/]5(号外)

→1965(昭平日40)4h5(号外)→6九(号外)→1969(昭和44)5h4(377)，617(379)→6/]4(380)， 

6hs(382)→7/12(384)， 7/26(386)→11hz(サ外)→1971(昭和46)12/4(509)，12/18(511)→ 

1972(昭和47)3118(524)，4/1(526).→4/8(527)， 4hz(529)→7Izz(542)，日/s(544)→12/日

(562)， 12h3(564)→1973(昭和48)31z4(576)，417(578)→1974(昭和49)21z(620)・沖縄

民報ヘ改題→ghJ(653)，10/5(655)→1975 (昭和50)5h4(687)， 617(689)→%(702)， 

%0(704)→1978 (昭和53)41s(834)，4/z2(836)， 5/6(838)→12/z(868)， 12/16(870)→ 

1980(昭和55)5/10(941)， 5/24(943)→1981(昭和56)2/]4(980)，ZIz8(982)→7/4 (1000)， 

7/]8(1002)→9/5(1009)， 91z日(1012)→12/12(1023)，1982(昭和57)lh(1025)→1983(昭

和58)2/]2(1080)，3/5(1083)→4/g( 1088)， 41z3( 1090)→1984(昭和田)lhs(1129)

社会大衆

1964(昭和39)日/]0(1)→](1/1，，(7) 

民主

1966(昭和41)Ih6(1)→7/1(6)， llJ/]2(8)→12/1(9)， 1967(昭和142)2/，，( 11)→11/]，，(20)， 

1968(昭和43)2/1" (24)・自由民主(改題年月 fI不明)， %(33)→91z5( 35)， l(1/]5( 37)， 

1969 (fJ日和44)1/]5(42)，三h日(44)

琉球弘報

1955(昭和30rl/]，，(118)

琉球大学新聞

1956(昭和31)12/ZZ(25)→1957(昭和132)川 (26)，12/7(29)・琉球大学学生新聞(改題年

月H不明)→1962(昭和37)4/]2(53)，6/ 15 (55)→1964(~併(139)7/z1J (69) ， 12/日(71)→1966 

(昭和41)4/ω(79)， lO/z，，(81)→1970(附.f114.5)IIJ/]s(106)，1971(昭和46)21z7(108)→IIJ/] 

(112)，1972(昭和47)2/](114)→4/1，，(115)，7/1(118)→11/1(122)，1973(昭和48)1/1( 124)， 

6/1(127)→12/1(129)， 1974(昭和49)G/lO( 131)， IZ/] (133)→1977(昭和52)211(140)

琉大タイムズ

1959 (flil和34)10/ J( 1)→1965(昭和40)5/ぉ(33)，1966(昭和41)6/11(35)→7ho(36)，1967 

(昭和42)G/Z6( 39)→7/1(40)， 1968(昭和43rl/lo(42)→1969(昭和144)11z，，(45)，6/21(47) 

→1974(昭和149)12/](53)

琉大寮報

1964(昭和39)7/711)→1966(昭和41)7/18(5) 

琉大ジャーナル

1974(岡本;149)12/111)→1975( I1百平[150)1/1(2)，(;/1，，(4)→1983(昭和58)3/日(21)

嘉数学園時報

1960(昭和田))(1/]4(9)→12/日(10)，1961(昭和36) 7/:; ( 14 )→1962(昭和37)1%(17)， 1963 

-15-
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(昭和38)12124(19)→1966(昭和41)4115(24)

月刊高校生新聞

1966(昭和41)411(1)→1967(昭和42)8/1(5)

琉球育英時報

1963(昭和38)7/8(1 )→ 1966(昭和41)411(9)

沖縄学援会々報

1964(昭和39)4/10(2)，1968(昭和43)4/10(5)

沖縄文化協会報

1965(昭和40)5/1(1)

沖縄芸能新聞

1965(昭手口40)12120(1) 

沖縄読書新聞(沖縄出版協会)

1969( 昭和4叫4)812別刈o“jパ(1)→E日眠叫9!りツ!々/

沖縄読書新聞(沖縄読書新聞杜)

1975(~r日和50)4/ 1( 1) 

n.宮古

宮古民友新聞

l民み仰やこ時酔輔幸報~ (川l叫…O引川叩〈φ何H昭召

宮古報知新聞(1941<n間[Hi有和Jl6φ) 2幻}])

宮古朝日新聞 (1941 <昭和16> 2 f J .改題)
↓ 

宮古民友新聞(1946<附府121>7/jO・改題)

}と統合

vo1.17 no.1 1984 

194 ?(IJ71府122)"/14(725)，%(731)， 1948(0日和23)4h，1949(日日平1124)1/1，1/14， 1/17， 1120， 

1hz， 112日， 2/日， 2/12， 2/14， 2/1H， 2122， 2125， 2121;， 3/:1， :1/5， 3/9， 3/14， :1/17， :1120， :11幻，

1127， :1/:10， 4/4， 4/討， <1/10， 4/111， 1/19， 412"， 4128，日h，"/14， "/17， 5!2o，日h:l，10/4(915)， 

1IJ/17( 917)→1II!3o(919)， 1117(921)→11/1，，(923)， 11/:lO(926) 

*みやこ新報

1947 (1I{1f1122) 7/ I1 (264)→7/11(265)， 9121(297)， 10/1J(305)， 1948(1l71f1123)lh5(338)， 

217(340)， :1/10(348)→川。(350)，1126(352)→7iz!i(388) 、 ~/1(390)→8/ 1 :1 (394) 、日!z2( 397) 

→仏日(398)，リ/1(400)→川(401)，日/10(403)→1 1I!z!i (り外)→lυh(433)，1949(同和24) 

1/7(535)→4/1!1(566)，4h(568)→お11ぉ(599)，民/d601)→9/1(604)，9/7(606)→11110(615)， 

1111 lIi (617)， III/I!I ( 619 )→11/](i(628)， 1112，，(630)→11 hs( (32)， 121s( (34)→1950(間柄125) 

21 t( 648) ，1/ I!J( 661 )→1128(664)，日l1((66)→“/1(674)，り7(676)→{】122(680)

宮古タイムス

1948( 11{1f1123 )21川 2(2)，不明(208)→7/18(250)，71ω(254)→8123(262)， 8129(264)→ 

り/リ (267)，リ11?(269)→ 1112( 282 ) ， 11/日(284)，llhl (286)→11/出1(289)，11!z6(291)→ 

111川292)，12/8(295)→1949(lli1f1124)1/!J(302)， 1118(304)→“121;(352)， 710(355)→川崎

(371) ，り12(373)→1950(11パヰ1125)11円(411)，1/1.1(413)→2!J，t(423)，2h1(425)→日h(446)，

"/11(448 )→7/d4(3)，7/1刊 I)J)，7/17(468)→71山 (469)，7/ぉ(471)→日/17(478)，お!z9(480)

16-
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→91 14( 484)，日!zo(486)→日!zo(487)，9!z9(489)→1IJ/s(491)， ]o!J4(494)→lO!zO( 495) 

経済時報

1950(昭和25)4!J(i( 937)， 6!J7( 952)，日11(971)，9!z討(978)，IO!zo(983) 

宮古公論J 9 4 7 ( 目白川 )]IJ/II (53)， 111…(何仰州川一…6印刷川………O引川川…)川川川1日則94
121勺川/八1川3パ(l口33幻)， 1949 (昭和24)1/IH(139)， 1 !z~(141) ， 21川143)→ 4/18(156)，5!z(159)→ 

111I:;( 195)， 11!z4( 197)→12/1( 199)， 12/1H(201)→12!z5(203) 

時事新報(1950<問手1125) 6 J 1・改題)r山口25)(ih(228)→!J2(229)，(i/
1X
(山!ZJ(232)， liho(別)→ 115(附(242)→Hhs(250)，日/ω(256)，り17(258)→リ11:，(260)，%1(262)， 1fI!J2(267)→1O!J5(268)， 

IIJ!zJ(270)→1IJI川271)，1117(273)→11!z1(276)，日125(278)→12121(285)

宮古時事新報(1951 <U日有J26> 5 JJ・改題)

公報新宮古

1948([1!坤123)4!zz( 1)→7122(13)，氏112(16)，日lil(20)→リIJfi(21)，12/1Ii(32)， 12/1H( ¥}外)，

1949( 11!1f1124) I1z7( 37)→ゲ1fI(43)，:1!z4(45)→41zz( 48)，日15(50)，日11!1(52)→7/11(58)， 

日1z4(64)，不|りJ(66)，IIJIzII(68)， 11/r;(70) 

本宮古婦人新聞

1949 (l1!叫1124)H/I:.(3)→1950(II(休1125)1/1(24)，I1ι(26 )→l!zn(30)， 2/1(32)→4127(46)， 

Vり(48)→lilJ( 53)， 714 (58)， 71 II (60)→討110(68)，K/I，， (70)→ 111/1，， (80)， IIJ/27(82)， 

111川 84)→11/1H(85)， Illlfl(89)→12/11(91 ) 

宮古朝日新聞

1950( Ilt州125)HIz1(1)，!11z(3)， 1fI/12(7)， IIJ!zz(9) 

宮古新報

1970( 11円相145)4/121492)，III/IH(619) 

皿凶八重山

*海南時報

1948 (11tHIJ23 )21 II (1145)， 1949 (II(州124)1/1( 1451)→41z( 1480)， 4/11(1481)→"12(1490)， 

"/11(1493)→"121(1497)，“111(1503)， lihl(1507)， 1950(11(州125)1/1(不|リJ1， I1日(1569)

→41ω(1606 ) 

旬報

*九重山タイムス (1947 <11川1122> ) J 11川卜改組)

1949 (11!HI124 ) 111( 2()1j )→:1/1!1(228)， :112日(230)→4/4(233)，4/11(236)→日/I (242)， "1I:1( 246) 

→日!z2(219)，川 (253)，り111(2551，li!z日(260 )， II1I ( 301 )→12/ィ、IlJl(り外)→1950(11パ和125) 

I/Jfi(325)， 1122(327)→:;/111(341 )・*南琉タイムスヘ改組→日17(357)， 日/ィ、II11(359)→7121 

(385 )，対/1(393)→Khll(406)，【1/22(リ外 9鰍)， !Ih;(¥)外)， il!z9(415)→IIJ/1IJ(421 J， 

1951 (IJ!HI126) 1/1 (487)→Ihl(508) 

*自由民報

1949illn利124)11/，( 146)→ 1950 ( 1111利12:')口/iJ( 20(j)，日/15(208)→7ん1(230)，お/1(233)→ 

円，

i'
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自131(256)，9hJ(号外)， 9121(262)→9123 (号外)→10/10(277)

*南西新報

1950(昭和25)2/]8(269)→ 3/6(274)

八重山朝日新聞

1962(昭平日37)121z5 ( 127) 

町周奄美

大島新報
↓ 

大島時事新報(改題年月日不明)
J 

*大嶋新聞

↓附
大島日報 (1939<昭和14心> 7月.改題)

1939(昭和14)IOh7(88)

*奄美タイムスl … 2お矧引川5引叩刑山)戸W山6/仇/九一2

(655引)， 8/17(660)→8hz(662)，日17(667)， 日119(672)→9/29(676)，10/3(678) 

奄美新報(1955 <昭和30> 5月・改題)

南日本新聞(大島版)
↓ 

*南海日日新聞 (1946 <昭和21> 11月・改題)

1950(昭和25)I/] (608)→Ihs(619)， 2/4(622)→2/9(624)， 2h1(626)， 2/z1(6Z8)→3/9 

(635)， 3/14(637)→3130(644)， 4/4(646)→4125(654)， 4h9(656)→5/4(658)， 6/25(680) 

→6/27(681)，7/1(683)→7h7(694)， 8/](696)， %(698)， 8117(703)→日122(705)，917(711)，

9119(716)→ 9/23(718)， 9/28(720)→ 11)13(722)， 1960(昭和35)%(3726)

*奄美時報

1949(昭和24)llJh8(110)→11130(115)，12/10(117)， 1950(昭和25)111(119)→2/6(123)，

Zhs( 125)→5/6(131)，行hu(135)

大島新聞

1960(昭和35)日/5(387)

与論新報

1962(昭和37)5/1(47)， 1963(昭和38)1/1 (55)→4/](58) 

V.日本本土

沖縄と小笠原

1957(昭和32)1/5 (1)→1962 (昭和]37)1/5 (181)・南と北へ改題→1964(昭和39)IZ/z5 

(288)， 1965(同和40)1/15(290)→3!J，，(296)，4iz，， (300)→5/5(301 )， 6/5 ( 304 )→6/]5(305)， 

7/5(307)→7h，， (308)， %(310)→Ilh5(320)，12/，， (322)→12125(324)， 1966(昭布141) 

1/ 15( 326)→3/日(331)，4h5(335)→4/z5(336)，5iz5(339)→6/5(340)，日h5(342)→7/]5(344)，

8h5(347)→日/5(349)，]()h5(354)→11/15(356)， 1967(昭和42)1/15 (371)→6h5(377)， 

71z5(381 )，日/15(383)，日10(385)→日/15(386)，10/5(388)→12/5(394)， 12iz5(396)， 1968 

( si坤143)1/]5( 398)→2iz51402) ，3/15 (404)→5/15 ( 410)， 6iz5 ( 414 )→7h5(416)，8h5(419)， 

。パU



琉球大学附属図書館報 vo1.l7 no.l 1984 

10125(426)→12115(431)， 1969(昭和44)1/5(433)→1125(434)，2/]5(437)→6/5 (448)， 

6/25(450)→7115(452)， 8/5(454)→10/5(460)・旬刊沖縄へ改題→10125(462)， 1l/5( 464) 

→12/5(466)， 1970(昭和45)115(469)→3115(476)，4/5(478)→5115(482)， 615(484)→6/15 

(485)， 715(487)→71z5( 489)，日115(491)， 1971(昭和46)1/5(505)，2115(509)→3125( 512)， 

4/5(514)→4j 15 ( 515 )， :'/5 ( 517)， 5125 ( 519 )→呂125(528)，9125(531)→10125(534)，11/15(536) 

→12115(539)， 1972(昭和47)1/5( 541)→2/5(544)， 2125(546)→311，，(548) 

月刊沖縄

1973(昭和48)4125(1)→ 1983(凶和58)12110(129)

自由沖縄

1945(昭和20)12/6( 1.)→1946(昭和21)2/1II(号外)→2124(4)，510(6)，611，， (8)→1948(昭和

23)I0I13(号外)→10120(29) 

自由沖縄(九州版)

1946(昭和21)6115(1)→8125( 8)，日11，，(10，11)

自由沖縄(関西版)

1947(昭和22)4/10(2)

沖縄タイムズ

1947(昭和22)11/111(1)→1948(間病123)ヨ/15(3)，日/5(5)→IO!s(7) 

*沖縄新民報

1946(昭和21)1125 (1) →~/5(12) ， 6/25(14)→1947 (昭和122)日1z5(441，り/IS(46)→1948(同

和23)1/日(53)，2/5(55)→12/日(82)

育英会報

1956(昭和31)9ho( 2)→1957 (nTHI132) 1 ho( 3)，日125(5)→1958(附和33)1125(6)，10/日(9)， 

1959(昭和34)4/J( 12)→1960(附不[]35)Ii/日(18)，11/14(20)→1961([f州136)1;/日(23)，1962 

(llf1f[] 37) 2/ 19( 26)， fi八

くその他の所蔵新聞〉

沖縄労働fi新聞

沖縄の財人

j中教職教育新聞

週刊沖縄建設新聞

サンデーおきなわ

*久米島新聞

週刊ポストおきなわ

結核予防会新聞

週刊中部新聞

I t1部日報

11ド経協ニュース

ìljl~電福祉新聞

琉球:1)也住宅新聞

屯水協ニュース

おきなわ観光新聞

醸界飲料新聞

おきなわPTA新聞

週刊沖縄経済新聞

沖縄産業経済新聞

Jj二|付新聞(琉球政府)

沖縄保健新聞

日古教育時幸~

琉 umニュース

iIIJ*!ll情報

-19 
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農協ニュース

療友新聞

中部情報

女性ダイヤル

愛楽新聞

沖縄出版ニュース

沖縄交性新聞

* Ryukyuan Review 

*W田 klyOkinawa Times 

71:嶋中)J11新聞

八草山氏報

先嶋新聞

八毛rll新報

〈参考文献〉

1.島袋全詰「有名事件と新聞一昔の琉球新報を中心として J (~琉球新報~ <1952年 1月

26 f 1 >掲載)

2.浦崎康華「沖縄新聞春秋 沖縄における新聞発達の二F期J (~琉球新報~ <1952年 7月25

[J>掲載)

3. fi¥l古良光「私の新聞記者時代J (~沖縄タイムスJ <1956年4月24[l-5)126U>掲載)

4. 1"琉球新報にみる沖縄70年史J (~琉球新報J <1963年 9月15H>掲載)

5. 1"戦後ilf1縄マスコミ残酷物語J (~琉大タイムズ~ <第23-24，26-28， 32号， 1962-65 

lp 掲載)

6 . The newspapers of the Ryukyu lslands. U.S.C‘A.R.， 1964. 

7 . j上村町1 ・大m日秀『沖縄の百論一新聞と放送一~ (南方同胞援護会・ 1966年)

8.品情「ウルマ新報発刊の経緯一戦後沖縄文化史のために ~ (J"¥ンフレッ卜・ 1968{f)

9. ~新聞・沖縄戦後史沖縄タイムス社史J (沖縄タイムス社・ 1969il') 

10. {I!r({良光I"~沖縄朝日新聞』創刊当時の irl J縄J (~沖縄タイムス J <l971'If9}j28Ij-10JJ 

1211>掲載)

11. ~琉球新報八イ年史~ (琉球新報社・ 1973年)

12. ;司嶺朝光『新聞h寸年J (沖縄タイムス社・ 1973年)

13. 大l1H~秀「新聞・放送J (~沖縄県史J <第 5巻・ 1975jp所収)

14.大旧日秀「戦後沖縄の新聞ーウルマ新報・うるま新報・琉球新報一J (~那覇市!とJ <資

料篇第 3巻 3・1978年〉所収)

15. ~新間二十年沖縄タイムスが生きた沖縄戦後史~ (沖縄タイムス社・ 1979年)

16.我謝幸閃「解説J (~那覇市史J <資料篇第 3巻 4・1983年〉所以)

17. ~ilrl縄大百科事典J (<上回Ijl・ド日IJ巻〉沖縄タイムス社・ 1983年)

(伊佐員一・閲覧係)
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アセアン五ヶ国資料目録(2 ) 

タイ

1. The Dynastic Chronicles Bangkok Era The First Reign. Th巴 Centrefor East 

Asian Cultural Studles 1978 223.7-FL 

2. Bangkhuad. Charles E. Tuttl巴 co. 1976 223.7-Ka 

3. Research Institutes and Researches of Asian Studies in Thailand. The Centr巴

for East Asian Cultural Studics. 1964 223.7-RE 

4. Politics in Thailand. Cornell Univ. Press. 1967 2237-Wl 

5. A History of SIAM. AMS Pr巴ss 1933 223.7-WO 

6. タイ園地誌 古今書院 1931 292.37-N91 

7. タイ国 創文社 1975 292.37-Ta21 

8. もっと知りたいタイ 弘文堂 1983 302.23-A98 

9. Asian& Pacific way of Life Series Thailand. Cultural and Social Centre for the 

Asian and Pacific Region 1975 30223-KH 

10. タイの近代化 日本国際間題研究所 1978 302.237-K057 

1l. タイ ・ビルマ現代政治史研究 京 都大学東南アジア 研究センター 1968 

312.237-Y58 

12 タイ経済の発展構造 アジア経済研究所 1978 332.237-Ka23 

13. 泰の経済 朝日新聞社 1943 332.237-Ma85 

14. タイ経済発展の諸条件 アジア経済研究所 1973 332.237-Sh91 

15 タイ アジア経済研究所 1976 331.232-Ta21 

16 タイ製造業に対する日本と米国の投資 アジア経済州究所 1978 :333.8-S038 

17. タイ ・ビルマの人口と経済 アジア経済川究所 1972 3:34.3-Mi37 

18. タイの経済発展と教育計画 アジア経済研究所 1966 372.23-A42 

19. タイの昔話 三弥井書目 1976 388.237-Ta21 

20. タイ族 弘文堂 1971 389.237-A98 

21 力レン族の社会・文化変容 創文社 1971 389.237-127 

22 サワハン アジア経済研究所 1981 612.242 -Ka58 

23. The Arts of Thailand. lndiana Unlv. 1960 702.2-AR 

21 タイ語基礎1500語 大字書林 1978 829.3-Ma91 

シンガポール

シンガポールの創始産業 アジア経済研究川 1969 332.2399-H32 

2. シンガポールを中心に同胞活躍南洋の五十年 1937 334.42-N48 

マレー シア

1 マレー シアのM< KKワールドフォトフ レス 1981 292.09-Ma39 
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333.8243-C37 

332.239-Ma85 

1980 

3660223-N77 

292.4-Ma48 

332.239-W 46 

312.239-N14 

389.239-U77 

333-H13 

1962 

602.239-To12 

334.5-141 

1931 

琉球大学附属図書館報

南洋叢書第三巻英領マレー篇東亜経済調査局

現代マレーシア政治研究 アジア経済研究所

マラヤ・シンガポールの経済開発 アジア経済研究所

マライ政治経済論千倉書房 1943 332.239-Mu24 

マレーシアの所得分配構造 アジア経済研究所

マレーシアの開発行政 アジア経済研究所

マレーシアに対する日本の直接投資 アジア経済研究所

マラヤの華橋社会 アジア経済研究所

マレーシアの労働事情 日本労働協会

マライシャに於ける稲米儀瞳 東洋文庫

マレーの農産資源(→ 東亜研究所

マレー農村の研究 創文社

マライ=ポリネシア諸語

1975 

1978 

1966 

611.92-Ku15 

1973 

1981 

1973 

1931 

1976 

8. 

9. 

12. 

6. 

10. 

11. 

13. 

2. 

3 

4. 

5 

7. 

インドネシア

l パタヴィア城日誌2 平凡社

パタヴィア城日誌 3 平凡社

インドネシア現代史 世界思想社

オランダ東インド会社近藤出版社

インドネシア民族意識の形成

824.9-199 1975 弘文堂14 

224-B27 1972 

224-B27 1975 2 

224-G77 1969 3. 

224-N25 1976 4. 

224-N25 

224-Sul1 

1980 東京大学出版会

1973 インドネシアの独立と革命 龍渓書舎

日本軍政とインドネシア独立 l嵐山版

「d 

6 

224-Ka43 1977 7 

224.088-N77 1972 f1本国際問題研究所インドネシア資料集上8. 

224.1一HA1976 Field Staff 

292.24-052 

292.24-084 1940 

292.24-Sh21 

292.41-L82 1943. 1944 *亜研究所

292.41-Ts91 

8ali Profile. American U niv 

蘭印事情羽Hl書1，1j

蘭領東印度地誌干J光社

蘭印踏破行有光社

スマ卜ラの民族上巻，下巻

大東西山版 1943 

二百書1，1;

1940 

9. 

10ー

11. 

1942 12. 

13. 

スマ卜ラ14. 

312.24-172 1969 

292.45-E36 

302.23-A98 

アジア経済研究所

292.43-Y21 

セレベルスの商東半島 l南洋興業 発行斗こなし

もっと知りたいインドネシア 弘文堂

インドネシアの権力構造とイデオ口ギー

インドネシア民族意識の形成 東京大学出版会

早稲田大学

1983 

1982 ボルネオ15. 

16. 

17. 

18 

316.824-N25 1980 19 

319.1024-W41 1979 インドネシア20. 

Cornell Univ Foreign Policy and the Dilemma of Dependence. Indonesian 21. 

332.24-Mu77 1978 

ワ
ω

ワ
μ

319.24-WE 

アジア経済研究所

press 

インドネシア

1976 

22. 



インドネシアと日本 日本経済新聞社

インドネシアに対する日本の直接投資

インドネシアの社会構造 アジア経済研究所

インドネシアベトナムの神話伝説 名著普及会

牧野I+'1版

未来社

vol.l 7 no.1 1984 

333.8-W72 1979 

361.6-Ki56 

332.24-N77 1958 

アジア経済研究所

1969 
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24. 

25. 

23. 

388-Se22 1979 26. 

388.24-154 1974 インドネシアの民話27. 

インドネシア ぎょうせい

インドネシアの米創文社 E'15 

基礎インドネシア語 大学書林

図解インドネシア語会話 海文堂

図解インドネシア語会話 海文堂

インドネシア語会話ハンドブック

インドネシア語文法入門 大学者林

インドネシア語会話練習帖 大学者林

インドネシア語の入門 白水社

388.24-Ma42 

829.4ー恥1056

829.4-N38 

829.4-N38 

612.24-Mo88 

389-Se22 

1979 

1975 

1981 

1958 

1982 

インドネシアの民話28. 

31. 

33. 

29. 

30. 

32. 

829.4-SuI8 

829.4-SuI8 

829.4-SuI8 

1976 

1978 大学書林

1977 

34. 

35. 

36. 

フィリピン

1 . フィリピン史物語 升村文化事業社

フィリピン民衆の歴史 1.II jj村文化事業社

History of the Philipine Islands. Kraus Reprint Co 

比律賓紀行 fnJ山書房 1941 292.248-N33 

南洋叢書第5巻 比 律 賓 篇

もっと知りたいフィリピン

829.4-U93 1979 37. 

224.8-AI9 

224.8-C86 

224.8-Mo 1970 

1978 

1977 

2. 

3. 

292.4-Ma48 1939 束組経済調査fo)

ijム文1主

4. 

5 

302.23-A98 1983 6 

現代フィリピンの政治構造

アジア経済研究所

国際経済13巻 8号一フィリピン総特集

フィリピンと日本 f J本経済新聞社

フィリピンの金融事情 アジア経済研究所

比律賓の士俗よl許

フィリピンの社会人類学

夕、パオ開拓記市川拓殖W，J;)

フィリピンの農業 アジア経済研究所

R.M.Garcia Publishing House Social Foundations of Community Development 

302.248-ES 1964 

7 . 

312.248-G34 1977 アジア経済研'先Ivr 8. 

332.248-M056 1969 フィリピン9. 

333.6-K051 1976 

332.248-N77 

[t;1際経消村:

1958 

10. 

11. 

338.248-Ta46 1971 12. 

382.248-Mi91 1942 13 

389.248-Ki24 敬文10: 1980 

602.248ード93

612.248-Mi73 1970 

η
t
u
 

q
ム

1956 

14. 

15. 

16 
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新入生のための図書館案内

求める図書が図書館にあるかどう → 目録室へ ( 2階)

か調べたい場合

図書を借りたい場合

図書を返したい場合

- カウンターへ(2階)

→ カウンターの

返却f?へ(2階)

調べものをしたいが，どうしたら →参考調査係へ(2階)

良いかよく解らない場合

参考図書を利用したい場合

(事典，年鑑，便覧等)

→参考及び指定

図書字ムへ ( 2階)

指定図書を利用したい場合 → ク

図書館に是非置いて欲しい図書が →図書購入希望

ある場合 票に記入(2階)

入館→ 図書館の木をコピーしたい場合 →抱写宅へ ( 3階) 1 →退館
(借覧証有り)

沖縄関係資料を利用したい場合 →カウンターへ(2階)
依頼書有り)

他大学 (B.L.L.D.等) 1=文 →参考調査係 ( 2階)

献複写を依頼したい場合 又は惚り係(3階)ヘ

(借覧証有り)
マイクロフィルムを利用したい場 →参考調査係へ(2階)
.6、
仁1

叫 (利用許可書有り)
視聴覚室・演習室・語士7室を利用 →参考調宜係へ(2階)

したい場台

新聞を閲覧したい場合 →ブラウジング
コーナー(3断)又は
カウンター(2附)へ

雑誌を閲覧したい場合 →雑誌室へ ( 3附)

ユネスコ及び OECD資料を →雑誌宅へ ( 3附)

利同したい場合

紀要類を利用したい場合 →雑I誌室へ ( 3附)

アメリカ研究図書を利用したい場 →|刑架閲覧室へは附)
之斗

和漢書→総記・ fJf学・宗教・歴史・

地誌・紀行・社会科学・数学

物理・化学・天文学・宇宙科 r 2階開架閲覧室と 2階書庫。

学-地球科学・地~~f: ・地質学

生物科学

-24 
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植物学・動物学・医学・工学 i
I 3階開架閲覧室と 2階書庫。

産業・芸術・語学・文学 ! 

洋書→総記・哲学・宗教・歴史・社

会科学 e 自然科学・産業・芸~ 3階開架閲覧宰と 1階電動書架。

術・語学・文学

雑誌

開館と貸出冊数・期間

1 ，開館時間

月一金 8 : 30-21 : 00 

-十 8: 30-16 : 30 

休暇中

月一金

争 3階雑誌宗と 1階電動書架 O

8:30-17:00 

8 : 30-12 : 30 

vo1.17 nO.1 1984 

1ftし，木の貸出は開館後30分から閉館30分前までです。

2，貸山冊数と期間

学部学生:12冊まで10日間

院 生:18冊まで10f~ 間

投書箱より

[J曜，祭日閉館試験期は日曜(13:00-18 : 00)開館

今回は昭和58年llJjから今年 1月までの投書についてお答えします。

1. 書架整頓について

春夏冬の長期休暇中に図書館職員全員で，書架整l阪を行なっています。平常は閲覧係

職員が空き時間を利mして書架整頓をするように努力しています。学生の皆様プiのこ

協力をお願い致します。

2. 教官研究m図書について

教官研究HJ凶書については使用済となったものは極力図書館へ返却していただくよう

努力しています。 共!日図書については教官も学生も‘10日間で返却してもらっています。

3. 貸出禁止凶書及び稀旧図書について

学生に比較的よく利用されると忠われる凶書は 2階および 3階の閲覧室に配置しであ

ります。また，比較的あまり利則されないと思われる凶書は北側の書庫に所蔵してい

ますが，学生は17時まではfir11に出入りできるようになっていますので，ご利用くだ

さい G

4. 机と椅子がひくすぎる。

木製椅子と折たたみ椅子を.交換してみました 2階13脚， 31精9脚です。そのままで

もよいという人も屑りましたので，従来どおりのままのものもあります。

25-
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図書館事情

〔第152回図書館運営委員会〕

日時:昭和58年11月21日(月)10 : 30-11 : 30 

場所:図書館会議室

議題

1. I教官閲覧個室利用申し合せ」の改正について

2 岡書館の環境整備について

報告事項

1. 沖縄文献保存事業費の援助接渉経過報告

2. 古文献の展示会終了について

3. アセアン五ヶ国関係資料コーナーの設置について

4. 工学部資料室の開設 (11月10日)について

5. 医学部分館設置について (11月10日部局長会で決定)

6. 閲覧時間の延長について

〔第153回図書館運営委員会〕

日時:昭和59年 1月23日(月)10 : 30-11 : 45 

場所:図書館会議室

議題

1. 講演会について

報告事項

1. 指定図書について

2. 夜間開館延長について

3. 医学部分館建物新営費について

4. 医学部分館移転費について

5. ジョージ.H.カ一氏の寄贈資料について

6. 昭和59年度前学期定例十1のための時間書IJ調整について

〔第154回図書館運営委員会〕

El時:昭和59年 2fi 20ト1(Jj) 10 : -30-12 : 00 

場所:図書館会議室

議題

1. 昭和59年度図書館主催映画会について

報告事項

1. 夜間開館延長問題について

2. 文学及び演劇作品等のと原稿ミ寄贈について

3. 米国在沖縄関係文献の所蔵の有無及び情報収集について

4. 平日書の著者名，書名冊子u録について

5. 端末による情報検索について

26 
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6. MiJ¥について

<出張>

。58.1[12JJ 1 i 1 (本) 幣:f~[係松 !11敏夫，日 [ulx献間報センター・シンポジウム:1'， I，'i'J' 

w: ~;( 3 f 1まで

。591，1'2 J J 2 11 (本) 事務k千l*rW:，[!人'γ:it[S分命日立iri:l[l，;，'i. 丈品約 4 11まで

<見学者>

1Iパヰ1158'Q二Il}Jl811 (合) 干友時'11γ:校 (254"， ) 

IliHlJ58'rfl2Jl 3 11 ( 1.) インドネシア研修ノJ:.(Ilil際協)J引業卜J-[) ( S名)

IIiHII59il今 1J 11311 (念) り，~\'/.救 fJセンタ -:h-i.1Uí;外 4 :('， 

<来館者>

!附I(川J日1和5四81，打|ド:1日l)川]26 f I ( [:づ)九L州大，下F阿附j，付、，tJ，~叫五副|以凶文刈[t汗1ヰ干拍自町飢H長'"品lf心山ι，川"

Iliパi拘和l巧581，行nロ2J川J5 f f (j J ) ジヨ一ジ.H.カ一博[、

<講演会> 出lO[ul

IliHI158"1lI)] 241 I (合 17: 30-

清治U'i':ィi川 友紀(J也品、，、f) U;たγ:/11S助教授

出 題:移民とiljl組一南米移民克態I制ftを例として

<講演会> 第11[IJ[ 

~li1 布158年12)]1511 (本 17: 30-

講演行:i度久山 市(物埋化学) 珂'宇部助教民

演題:沖縄のi環境を考える

<講演会〉 第12[口i

Hfiポ[159年1J 12411 (火 17: 30-

講j演貞二汗r行3T;::今一|五L城政光 (教育1学7芋:) 教f行f"学'f芋'f:t部1引伯|目5教授

j演員貞マ 題:教百とh動←，1仁じユfゴ1宇さ'f

<講j演寅会> 第l口3同

昭和59iド2n 15 fI (;}<.) 17: 30-

講演有:[-11m友析(地誌学)法文字部教授

演 題:屋取集落の形成とその件十名

<映画会> 第8同

昭和58年IIJ~ 18H (金). 2211 (j-.) 

「サイコ」アルフレッド・ヒッチコク監督 見学(i'435:('， 

<映画会> 第9回

昭和59年 1月27日(金)， 28H (土)

「豚と軍艦」 今村昌平監督 見学者77名

くそのイ也>

昭和58年12月22日(木) 沖縄関係医学 保健資料の寄贈反日録の贈日式

昭和59年 1月18日(水) 琉球弧の新聞展31日まで

円
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〔本学教官著書寄贈コーナー〕

今回は，昭和58年12月 6日より昭和59年 3月9日まで御寄贈頂きました分を掲載致しま

す。敬称略

鈴木雅夫(家庭科教育 r現代住宅の地方性」 鈴木雅夫他執筆勤草書房

1983 

伊志嶺恵徹(民事訴訟法)

翁長謙良(農地工学)

「公法の研究」 沖縄時事出版 1983 

山本 聡(堆積学)

r Land and water Management Technology in 

Rainfed AreasJ F AO 1983 

「中部地区老人福祉の展望」沖縄市，浦添市，宜野湾市，

具志川市，石川市，及び中頭郡老人福祉センター運

吉協議会 1983 

rNews of Osaka Micropal巴ontologistSJ山本聡他執

筆 大阪徴化石研究会 1983 

崎原盛造(保健管理学)
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